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詩篇第3巻 

詩篇73-89篇の配列構造 
 

詩篇85篇から88篇。第3巻の全体の構造です。73篇からがアロンの杖。77篇、81篇
からのところに契約の2枚の板。85篇から88篇がマナの入っているつぼ。そして、89篇
が香壇である。 

このマナのつぼと言っているところが、85篇から88篇です。長さを見ても、この85
篇と87篇、86篇と88篇が似ているもののように見えます。86篇と88篇が、まずわかり
やすいと思いますけれども、(86)よみから救う、深いところから助け出される、悩みの
日、苦しみにあっている中から魂が救われる。こちら(88)も、魂が悩んでいる。よみか
ら、墓から、穴から救われるという共通点です。よみからいのち、救いへということで
す。 

じゃあ、85篇と87篇は何だろうということですが、85篇のほうは、御怒りが留めら
れて、慈しみとまことによって救われて、義と平和というシャロームの状態に戻る感じ
です。これが、85篇。87篇のほうは、誰もかれもがここで生まれたという感じです。神
の都から新しい民が生まれているというのが、87篇だと思います。 

ヤコブの繁栄が回復する(85)。ヤコブの住まい、聖なる山の上に建っているヤコブの
住まいにまさって、シオンのもろもろの門を愛される(87)。神の都、ヤコブの回復、都
が新たにされる、新しい都ということで、シャローム(85)といのち・生きる(87)という
ように、この共通点を見ました。 
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もう一つは斜めのほうです。85篇と88篇、86篇と87篇の共通点ですけれど、怒り・
憤りが(85,88に)多いです。生まれる話(87)と、こちら(86)が5節と15節に「主は恵み深
くあわれみ深い、いつくしみに富んでいる」「あわれみと恵みに富み、怒りをおそくし、
いつくしみとまことに富んでいる神様である」というこの言い方は、出エジプト記34
章の「主の名」の宣言ですね。「主はあわれみ深く、情け深い神、怒るのにおそく、恵
みとまことに富み…」この主の名の宣言がここ(86:5,86:15)に書かれています。主の名、
名前という言葉自体が4回あったと思います。主の名、主の名をあがめる、御名をあが
める、もう一つどこかにあったように思いました。主の名という言い方が、ここ(86)に
出てきますけれど、耳を傾けて聞いてください、答えてくださいというのが、86篇、88
篇にも叫びを聞いてくださいというのがあります。(86に)しもべ、しもべと(いうのがあ
ります)。しもべがよみから救ってくださいと頼んでいる、それに対して答えているとい
うようなことは、神殿で捧げる、ソロモンが捧げた祈りを思い出すわけです。「あなた
のしもべの祈りと願いに御顔を向けてください。そこに御名を置くと言われたところを
(…その神殿ですね。)昼も夜も目を開いて、しもべが捧げる祈りを聞いてください。あ
なたが住んでいるその場所である天でこれを聞いてお赦しください。」これが神殿が建
てられている意味であり、主の名を呼ぶ祈り、しもべの祈りということなのですけれど
も、どちらも主の名を呼んで救ってくださいと頼んでいるのですが、特に86篇は、主の
名を呼んでいるというほうです。87篇にも主の名が付けられている民だということだと、
ここには名前ということは書いていないのですけれど、神様の民が、ここ聖なる山、都
で生まれたと言われていますから、名前を付けられた民が作られているというのが87篇
のほうだと思います。 

主の名の宣言のところから考えると、御怒り、激しい怒り、憤り、それによる滅び、
死から救われるという話(85,88)と、怒るのに遅くしてくれる(86)、怒る神様なのですけ
れども(85)、怒るのに遅くする。これが、あわれみ。あわれみの神様である。あわれみ
によって生かされるということが、86篇、87篇の共通点だと思います。 

神様の名前、それは怒る神様である。神様の名前、それはあわれむ神様である。怒る
のに遅い神様である。死をもたらす神様であり、いのちを与える神様である。主の名を
偽る、主の名は無駄だと言っていることは、裁かれるわけです。神様は必ずさばきを行
う神様である。あわれんでくださる神様であるということを覚えているようにというこ
とが、このマナの天からのパンで教えられているところです。「人はパンでだけで生き
るのではなく、人は主の御口から出るすべてのことばによって生きる」ということを教
えるためにマナの話がありました。申命記8章にあります。「苦しめて試み、ついにあ
なたがたを祝福するために、」この天からのパンの話がありました。神様のあわれみの
ことばを信じるならば生きるということを教える。不平、逆らう、つぶやく…そういう
ものなくてということをマナによって教えようとしておられるところです。そのマナに
よって教えようとしておられるところが、「主の名」ということでよくあらわされてい
るものだということで、この第3巻の85篇から88篇の役目があると思います。真ん中の
板の話の中にも十戒の3番目、4番目の話が出てきますので、このつながりでも見ていか
なければいけないということです。
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